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０．はじめに

“给”の語源について，池田 1962 は〈給〉（gěi）

が「過與」の縮合に由来すると述べ，さらに平

山 2000 は「軽読変化」の観点からこの論を裏付

けている
(1)
。「軽読」とは「使用頻度の著しく高

い語が弱く或いは粗雑に発音される結果，その

語形が崩れて生ずる個別の音韻変化」（平山

2000，p. 66）である。池田 1962 と平山 2000 に

よれば，「手渡す」という意味の動詞「過」に，

介詞化した動詞「與」が付いて複合語となった

のが「過與」であり，〈給〉（gěi）は「過與」の

縮合形からの「軽読変化」である。そして「「給」

は「恐らく当て字であるというのは一般に認め

られた通念」（平山 2000，p. 58）である。

池田 1962 と平山 2000 は〈給〉（gěi）に関す

る音韻学的成果であるが，これらは意味論的あ

るいは統語論的成果へとつながるものでもあ

る。つまりこの二論文から，“给”は単に「与え

る」ということを意味しているのではなく，与

え手から受け手に対して「直接手渡して与える」

ということを意味しているということがわか

る。従って，例えば“小王给小李一本书。”は「王

さんが李さんに本をあたえる」（王→李）という

ように，その表す意味は動作行為の方向が王さ

んから李さんへの方向に限定され，決して「王

さんが李さんから本をもらう」（王←李）という

意味にはならない。
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このような原義を持つ“给”は，従来の研究

においては，例えば前置詞として用いられた場

合には「受領者」や「受益者」をマークすると

か，“为”や“替”と同義であるとか，受け身を

表す“被”と類似の機能を果たすとか，あるい

は“把”と類似の機能を果たすとされてきた。

その他，“给”は前置詞以外にも，副詞
(2)
や結

果補語としても用いられ，また動詞の“给”と

前置詞の“给”が連用される場合もあり，さら

には“被”，“把”，“让 /叫”と連用される場合

もある。それらを具体的に示すと以下のような

形式にまとめることができる。

ア．前置詞の“给”＝N1＋给＋N2＋V（＋N3）

イ．副詞の“给”＝N1＋给＋V（＋N2）

ウ．“给”の連用＝N1＋给＋N2＋给＋V

エ．結果補語の“给”＝N1＋V给＋N2（＋N3）

オ．“被”と連用される“给”

＝N1＋被＋N2＋给＋V

カ．“把”と連用される“给”

＝� N1＋把＋N2＋给＋N3＋V

＝� N1＋把＋N2＋给＋V

＝� N1＋把＋N2＋V给＋N3

キ．“让 /叫”と連用される“给”

＝� 让 /叫＋N1＋给＋N2＋V（＋N3）

� 让 /叫＋N1＋给＋V（＋N2）

本稿においては，“给”が動詞以外で使用され

る場合について，従来の研究成果を踏まえなが

ら，上記のア∼エについて考察していく。そし

てそれによって「直接手渡して与える」という

原義を持つ動詞の“给”が，現在の‘普通话’

においてどのように文法化して使用されている

のかを分析し，さらにモダリティー化されてい

ることを明らかにしていく。なお，オ∼キにつ

いては，本稿においてア∼エを明らかにした上

で，別稿において論ずることとする。

１．本稿における言語資料

本稿においては言語資料として主に，中国語

母語話者 2 名による自由会話約 10 時間分の録

音資料を用いる。この資料は中国語母語話者

20 名にインフォーマントとして言語資料作成

に協力してもらい，1987 年から 1996 年の間に

録音したものを忠実にテープ起し，さらにそれ

を文字化したものである。インフォーマントの

略歴については以下の通りであり，いずれも録

音当時，中国あるいは日本において，大学を卒

業しているか，または大学院修士課程あるいは

博士課程に在籍している，高等教育の学歴を持

つ中国語母語話者であり，‘普通话’において問

題ないと判断できる。インフォーマントの性

別，出生年，出身地については以下の通りであ

る。

なお，本文中の例⑸から例⒃の会話例の

中の記号は以下の通りである。
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インフォーマント 性別 出生年 出身地

１． � 男 1954 年 遼寧省

２． � 男 1963 年 山西省

３． 	 男 1946 年 遼寧省

４． 
 男 1957 年 天津市

５． � 男 1957 年 北京市

６． � 男 1957 年 大連市

７． 
 男 1967 年 上海市

８． � 男 1955 年 湖南省

９． � 男 1966 年 山西省

10． � 女 1963 年 北京市

11． � 女 1966 年 黒龍江省

12． � 女 1956 年 天津市

13． � 女 1962 年 吉林省

14． � 女 1967 年 吉林省

15． � 女 1963 年 北京市

16． � 女 1968 年 北京市

17． � 女 1957 年 湖南省

18． � 女 1963 年 河北省

19． � 女 1967 年 北京市

20． � 女 1968 年 北京市



「｜」＝明確な音声的停頓を示す

「：」＝言いよどみを示す

（这个）と（那个）＝指示詞ではなく，話の

つぎほとして使用されているもの

｛ ｝の発言＝聞き手のあいづち

２．前置詞の“给”

＝N1＋给＋N2＋V（＋N3）

2.1 従来の研究

本来動詞であった“给”は文法化して前置詞

として用いられ，その結果，現代中国語におい

て前置詞の“给”は①「受領者」や「受益者」

をマークする，②“为”や“替”と同義である，

③受け身文の“被”と類似の機能を果たす，④

処置文の“把”と類似の機能を果たす，という

のが，従来一般に認められた見解である。

特に③と④は N1 と N2 における動作行為の

方向が逆の意味関係を表しており，これに関す

る前置詞の“给”の機能拡張の経緯を意味論的

に考察した先行研究は多数みられる。これらの

先行研究については木村 2012 において詳述さ

れており，それぞれの論の問題点に関しても詳

細に検討されている。また木村 2012 において

は，これらの先行研究を踏まえた上で独自の見

解が示され，この両機能の拡張はそれぞれ異

なった経緯によるものであると述べられてい

る。しかし木村 2012 も他の先行研究と同様に，

“给”が文法化した結果，“被”と“把”に類似

した両機能を持つようになったという見解に立

脚した分析であることに違いはない。

2.2 本稿の見解

木村 2012 では，“给”が動作者をマークする，

“被”と類似の用法である例文として下記の例

⑴が示され，また“给”が受動者をマークする，

“把”と類似の用法である例文として下記の例

⑵が，それぞれ示されている。

例⑴ 狗 给 小红 撵走了。

［犬はシアオホンに追い払われた。］

例⑵ 小红 给 狗 撵走了。

［シアオホンは犬を追い払った。］

しかし，例⑴の“给”が動作者マーク（“给”

≒“被”）の意味に限定され，例⑵の“给”が受

動者マーク（“给”≒“把”）の意味に限定される

根拠について，木村 2012 では言及されていな

い。

そこで筆者は，例⑴と例⑵の他に下記の例⑶

と例⑷を作例し，例⑴から例⑷の 4つの例文に

ついて，その動作行為の方向が「N1←N2」（“给”

≒“被”）であるのか，「N1→N2」（“给”≒“把”）

であるのかについてインフォーマントチェック

を行った（調査実施は 2013 年 2 月）。

例⑶ 小红 给 小王 撵走了。

例⑷ 小红 给 小王 打了。

筆者は今回のインフォーマントチェックを行

う前には，例⑴は，N1が“狗”で，N2が人間

であり，Vが“撵走”であることから，その動

作行為の方向は「N1←N2」（“给”≒“被”）と判

断されると予測した。また例⑵については N1

が人間で，N2が“狗”であり，Vが“撵走”で

あることから，その動作行為の方向は「N1→

N2」（“给”≒“把”）と判断されると予測した。

この予測にもとづき，N1 と N2 が同じ範疇の

名詞である例⑶を作例し，さらに例⑷では N1

と N2 を同じ範疇の名詞にし，Vについては例

⑶よりも動作の単純な他動詞性の高い動詞を用

いて作例した。

なお，今回この調査に協力してもらった 11

名のインフォーマント（a から k）は，出身地

（下記の表⑴に明記）はそれぞれさまざまであ

るが，いずれも中国あるいは日本において，大

学院修士課程あるいは博士課程を修了してい

る，高等教育修了の学歴を持つ 30 代から 40 代

の中国語母語話者であり，‘普通话’において問

題ないと判断できる。
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インフォーマントチェックの結果は下記の表

⑴の通りである。

筆者は当初，インフォーマント f の結果と同

じものを予測したが，今回の調査の結果は，そ

の予想を大きく外れるものであった。

調査の結果内容をまとめたものが以下の①か

ら⑧である。

① インフォーマント a，b，cの 3名は，例

⑴から例⑷のすべてにおいて，その動作

行為の方向は「N1←N2」（“给”≒“被”）

と「N1→N2」（“给”≒“把”）の両方向の

解釈が可能であると判断している。

② インフォーマント dは，例⑴，⑵，⑶に

おいては動作行為の方向は「N1←N2」

（“给”≒“被”）と「N1→N2」（“给”≒

“把”）の両方向の解釈が可能であると

判断しているが，例⑷においては「N1←

N2」（“给”≒“被”）のみ可能と判断して

いる。

③ インフォーマント eは，例⑵，⑶，⑷に

おいては動作行為の方向は「N1←N2」

（“给”≒“被”）と「N1→N2」（“给”≒

“把”）の両方向の解釈が可能であると

判断しているが，例⑴においては「N1←

N2」（“给”≒“被”）のみ可能としている。

④ インフォーマント f は，例⑶と⑷におい

ては動作行為の方向は「N1←N2」（“给”

≒“被”）と「N1→N2」（“给”≒“把”）の

両方向の解釈が可能であると判断してい

るが，例⑴においては「N1←N2」（“给”

≒“被”）のみ成立すると判断し，例⑵に

おいては「N1→N2」（“给”≒“把”）のみ

成立すると判断している。

⑤ インフォーマント gは，例⑴と例⑷にお

いては，その動作行為の方向は「N1←

N2」（“给”≒“被”）は成立すると判断し
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表⑴ 例⑴ 例⑵ 例⑶ 例⑷

狗 小 小 小

给 红 红 红

小 给 给 给

红 狗 小 小

撵 撵 王 王

走 走 撵 打

了。 了。 走 了。

了。

≒被 ≒把 ≒被 ≒把 ≒被 ≒把 ≒被 ≒把

ａ（福建省 30 代女性） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｂ（北京市 40 代女性） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｃ（吉林省 40 代女性） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｄ（遼寧省 30 代女性） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

ｅ（上海市 40 代女性） 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｆ（遼寧省 30 代女性） 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

ｇ（河南省 40 代女性） 〇 △ △ 〇 △ 〇 〇 △

ｈ（遼寧省 30 代男性） 〇 △ 〇 △ 〇 △ 〇 △

ｉ（北京市 40 代女性） 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 ×

ｊ（上海市 40 代女性） 〇 × 〇 × 〇 × 〇 ×

ｋ（浙江省 40 代女性） 〇 × 〇 × 〇 × 〇 ×



ているが，「N1→N2」（“给”≒“把”）につ

いては判断に迷っている。例⑵と例⑶に

おいては全くその逆で，「N1→N2」（“给”

≒“把”）は成立すると判断しているが，

「N1←N2」（“给”≒“被”）については判

断に迷っている。

⑥ インフォーマント hはすべて「N1←N2」

（“给”≒“被”）は成立すると判断してい

るが，「N1→N2」（“给”≒“把”）について

は判断に迷っている。

⑦ インフォーマント i は例⑴は「N1←N2」

（“给”≒“被”）と「N1→N2」（“给”≒

“把”）の両方向の解釈が可能と判断し

ているが，その他 3例についてはすべて

「N1←N2」（“给”≒“被”）のみ成立する

と判断している。

⑧ インフォーマント j と kはすべて「N1←

N2」（“给”≒“被”）の方向のみ成立し，

「N1→N2」（“给”≒“把”）の方向は成立

しないと判断している。

これらの結果から明らかになったことは，例

⑴から例⑷のそれぞれの文は，一文においては

二義性を否定できないということであり，その

使用には非常に個人差があるということであ

る。例えばインフォーマント a，b，cの 3名は，

例⑴から⑷のすべてについて，「N1←N2」（“给”

≒“被”）と「N1→N2」（“给”≒“把”）の両方向

が可能であると判断しているが，j と k は例⑴

から⑷をすべて「N1←N2」（“给”≒“被”）と判

断し，「N1→N2」（“给”≒“把”）の方向を認めな

い。また h と i においてもその使用は「N1←

N2」（“给”≒“被”）に大きく傾く傾向がみられ

る。

インフォーマント j と k の 2 名を除いた残り

の 9名については，それぞれの例文について動

作行為の方向を，「N1→N2」（“给”≒“把”）と

「N1←N2」（“给”≒“被”）の両方向の解釈が可

能と判断したり，あるいは一方だけと判断した

りしているわけであるが，重要なのは，この 9

名が何に依ってその動作行為の方向を判断して

いるのかということである。それは言うまでも

なく，N1 と N2 と V の持つ特徴，あるいは文

脈や談話の展開の支えに依って判断している。

今回の調査の際，筆者からは一切文脈や談話の

展開を提示していないので，インフォーマント

は各自でそれぞれ文脈や談話の展開を想像し

て，例⑴から例⑷の成立，不成立を判断してい

る。

今回の調査の際，インフォーマントの中には，

中国語母語話者同士の会話の中で「N1＋给＋

N2＋V（＋N3）」の形式が使用されると，その

動作行為の方向が「N1→N2」なのか「N1←N2」

なのかが不明瞭で判断に迷い，聞き直す場合が

あると述べた者がいた。このことは，文脈や談

話の展開の支えがあってもなお，この形式はそ

の動作行為の方向が明確ではないということを

意味している。

では，N1 と N2 と V の持つ特徴あるいは文

脈や談話の展開の支えに依っても，“给”の方向

が不確定な場合があるとはどういうことを意味

しているのであろうか。

ここで“给”の方向の不確定性を考察するに

当たり，“给”と同様に，二者間でのものの移動

を表す動詞である“借”について見てみること

にする。

“借”については倉石 1981（p. 115）で次のよ

うに述べられている。

「ただ「あの人に貸してやる」，「あの人から借

りる」というときの中心になる動詞は全く同じ

で，「借」の字だけしか作っていません。それは

貸借は同じ動作だからです。中国語では動詞は

動作だけ表せばいいのですから。その動作が

どっちからどっちに行ったということは動詞の

負担することではない。」

倉石 1981 が述べている通り，中国語におい
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て二者間での貸借関係を表現する動詞は“借”

しかなく，そのため“小王借小李一本书。”は，

「王さんが李さんに本を貸す」と「王さんが李

さんから本を借りる」の二通りの解釈が成立す

る。この場合，動作行為の方向が「王→李」な

のか「王←李」なのかは王さんと李さんの関係

あるいは文脈や談話の展開に依って判断され

る。

また，“买”と“卖”についても，倉石 1981

（p. 78）では次のように述べられている。

「動作について見ても，「売」と「買」とのよ

うにすべて人と人との間で金を媒介として物を

譲りわたす動作はすべて mai という音節で事

が足りた。甲が金を出して乙から物を取るか，

それとも逆に乙が金を出して甲から物を取るか

ということは捨てて，もっぱら「金を媒介とし

て物を譲りわたす」という動作そのものだけを

抽象してしまえば，mai だけで足りるわけであ

る。後になってこれを一音節で区別したいとい

うほど複雑になってから，同じmai に声調の区

別をつけたし，それを目で見て区別できるため

に一方は文字の頭に符号を加えるようになった

のである。その関係は「受」と「授」とでも同

様である。」

倉石 1981 で述べられている，二者間での物

の移動に関するこれらの中国語の動詞の特性を

“给”に当てはめて考察してみることにする。

“给”は動詞の場合には「直接手渡して与える」

という，与え手から受け手に対する直接行為を

意味しているため，その動作行為の方向は与え

手から受け手への一方方向（A給 B＝A→B）し

か意味しない。しかし，表⑴からわかるように，

“给”が文法化されて前置詞という機能語と

なって「N1＋给＋N2＋V（＋N3）」という形式

で表現された場合に，その動作行為の方向が不

確定であり，「N1→N2」と「N1←N2」の両方向

に判断される場合があるということは，“给”は

文法化されて前置詞という機能語となったこと

によってその文における述語動詞の副次的働き

をすることとなり，その結果，動詞本来が持っ

ていた「与える方向性」が欠落したと判断でき

る。そして「与える方向性」が欠落したため，

二者間で何らかの授受関係があったことのみを

意味する語として用いられるようになった，と

いうことである。

本稿はその歴史的経緯を明らかにすることが

目的ではないので，本稿ではその歴史的経緯に

関しては言及しない。しかし，表⑴で示したイ

ンフォーマントチェックから，少なくとも現代

中国語における前置詞の“给”は，従来一般に

認められているような「N1←N2」（“给”≒“被”）

と「N1→N2」（“给”≒“把”）の二方向の用法を

獲得したと判断するのではなく，“给”という動

詞本来が持っていた「与える方向性」が欠落し，

それによって二者間で何らかの授受関係があっ

たことのみを意味する機能語として用いられる

ようになった，と判断する方が妥当である。

以下において，1. に提示した本稿の言語資

料をもとに，この見解の妥当性を証明していく。

2.3 言語資料による分析

下記の例⑸では，インフォーマント LとМが

日本に留学に来た事情と日本での滞在延長につ

いて話し合っている。

例⑸

1L＝厘断僥丕麼勣頁，低㌫嶄廨杏，塗竃栖議繁

勇富議，及匯倖塗厘竃栖｜。厘頁胡欺汽了

垢恬杏｜，｛M＝狹｝垢：蛍欺汽了岻朔磯定

杏，厘短嗤縮仁｜。低椎匯蝕兵音揮仁音縮

仁議｜。｛M＝狹｝亜｜。頼阻，胡縮阻磯定

杏，厘祥：潤脂，祥嗤弌頃隅阻｜。｛M＝填｝

諒籾頁匯嗤弌頃隅，祥音斑厘縮仁，斑厘乖

彭晴｜。｛M＝填｝頼阻，伏頼弌頃隅，厘乎

貧萎阻，祥深（宸倖）竃忽藻僥深編，祥公

深貧阻①｜。｛M＝填｝深貧阻，輝扮祥：鈍
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倖埖參朔，繍除匯定參朔，嘉嬬恠椿。辛頁

傍，郡屎厘刃協頁恠，祥音公厘電仁阻②。

低祥彈姥彈姥竃忽｜，｛M＝填｝祥短貧仁，

祥：祥：祥：欺晩云栖阻｜。｛M＝填｝隼朔，

眉埖久指忽坪込，｛M＝填｝膨埖兜指忽坪｜，

｛M＝狹｝膨埖兜：嶄余：嶄余匆音公厘電仁

③。欺湘埖芸公厘電仁④，嘉頁仟僥豚亜

込。欺湘埖芸胡公厘電仁杏⑤，短貧匯倖埖

仁｜，厘：厘嗽戻竃勣箔肇晩云藻僥｜。吉

噐：厘噴匯埖芸栖欺晩云啄｜，吉噐祥短

貧｜，湘埖芸祥貧匯倖埖議仁，噴埖芸祥蝕

兵音貧仁阻｜。

2M ＝低椎倖扮昨祥戻竃栖勣箔藻僥，僥丕揖吭

阻？｜

3L ＝揖吭阻，祥頁傍勣厘……

4M＝徽頁，低藻僥：低（宸倖）短廷頼議三，麿

哘乎公低决豚兔⑥｜。

5L ＝麿揖吭厘竃栖曾定津。厘嗽公僥丕亟佚⑦，

嶷嗽公厘决海磯定⑧，决海欺書定鎗埖芸，

决海磯定啄｜。｛M＝玳｝厘壅决海｜，侭參

厘音岑祇僥丕揖吭音。｛M＝徽頁低……｝

咀葎厘短公僥丕垢恬⑨，高鎮熱阻｜。

6M ＝徽頁，泌惚低祥頁深貧焚担阻｜，深貧焚

担阻，麿哘乎揖吭低决豚。曳泌傍，低深

貧鴬平伏阻｜，賜宀頁廷冩梢伏，廷欺嶄

余賜宀頁｛L＝狹｝麿哘乎揖吭低廷頼｜。

｛L＝頁宅？｝匯違議僥丕哘乎揖吭低廷

頼｜。

7L ＝椎低爱人⑬壓貧議頁焚担？｜

8M＝麿⑬壓（椎倖）冩梢伏珊短嗤穎匍椿｜。

9L ＝亜，剖平短穎匍椿｜。麿：麿奕担决海阻匯

定亜？｜

10M＝麿奕担椿，麿及匯定杏，頁僥丕公麿塗栖

議⑩｜。｛L＝填｝僥丕塗栖議（椎倖）傍

匯定｜，豚㍉頁匯定｜。｛L＝狹狹｝潤惚

欺豚參朔椿，麿㌫壓宸円深冩梢伏，｛L＝

狹｝麿祥公僥丕亟賦萩⑪｜，｛L＝狹｝僥

丕揖吭阻，揖吭麿祥壓宸円决海阻。｛L＝

狹｝⑬壓祥深冩梢伏阻｜。磯定參朔杏，

深貧冩梢伏阻｜，｛L＝狹｝祥壓宸隅廷祥

匯岷欺⑬壓｜。

11L ＝亜，椎勇挫議｜，椎勇挫｜。

12M＝音狛（椎倖）巷継議，祥頁翌住何議擦孚，

嬬音嬬個撹巷芦蕉議徭継擦孚？｜挫音

挫個？｜

13L ＝低傍挫個音？｜

14M＝厘油傍嬬個｜，徽頁，祥音岑祇奕担個｜。

15L ＝徽頁，誼指忽，厘状誼｜。壓晩云個音阻，

厘状誼｜。

16M＝低祥委椎乂返偬栖指喨｜，斑（椎倖）社

戦繁壓忽坪公低一⑫音佩宅？｜

17L ＝愛：音湊賠萱｜。公僥丕亟佚⑬，僥丕：

厘浩柴嬬：揖吭厘（宸倖）剖平穎匍，厘浩

柴頁短嗤湊寄議諒籾｜。涙胎泌採麿誼斑

厘穎匍，音嬬音斑厘，脅厮将廷欺宸隅

阻｜，宸隅珊嗤磯定祥穎匍阻亜｜。（宸

倖）厘㌫頁短嗤焚担諒籾議。祥頁傍：嬬

音嬬揖吭厘貧鴬平，宸頁倖諒籾。低匯貧

鴬平，嗽誼眉定｜。

18M＝徽頁杏，麿厮揖吭低决磯定杏，低宸擦孚

嗽算阻励定議杏｜，｛L＝亜，寔議｝嗽算

阻励定議杏｜。

19L ＝亜，宸巷塗擦孚頁励定議擦孚，頁宅？｜

20M＝祥頁啄！｜低厮算撹励定議杏｜。

21L ＝音。麿断傍議宸擦孚匯定匯定仇决海，貧

中禰忖，音頁擦孚算｜。効徭継音匯劔｜。

徭継頁励定｜。｛M＝頁宅？｝巷継麿貧中

公低禰忖决海⑭｜，紗低匈隅貧遊｜。

1L＝私たちの学校は，中等専科学校（中国で中

学を卒業してから進学する専門学校）は

ね，（外国に）派遣して出る人はとても少

なくて，初めて私を派遣したの。私は就職

したばかりの時，｛M＝うん｝就職して半

年間，私は授業を担当していなかったの。

就職して最初から授業を担当しなかった。
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｛M＝うん｝教え始めて半年してね，結婚

して子どもができたの。｛M＝へえ｝問題

は子どもができたら，私に授業をさせず，

私を休ませたの。｛M＝へえ｝それから子

どもが生まれたら，私は出勤しなければな

らないから，それで留学試験を受けたら，

受かっちゃったの①。｛M＝へえ｝合格し

たら，当時はね 7か月後，約 1年後にやっ

と留学できたの。でもどっちにしても私

はきっと留学するから，私に授業を持たせ

ないことになったの②。出国の準備をし

て，｛M＝うん｝授業はしなくて，それで日

本に来たの。｛M＝へえ｝それから 3 月末

に帰国して，｛M＝へえ｝4月初めに帰国し

て，｛M＝うん｝4月は学期の途中だから私

に授業を持たせない③。9月になって私に

授業を持たせた④の，9月が新学期だから。

9 月になって私に授業を持たせ⑤，1 か月

も授業をしないで，私はまた日本に留学す

ることを要求したの。私は 11 月に日本に

来たから，授業をしていないのと同じで，

9月に 1か月授業をして，10 月には授業を

しないことになったの。

2M＝そのとき留学を要求して，学校は同意し

たの？

3L＝同意したの。つまり……

4M＝でも，あなたが留学して学業が修了しな

かった場合には，学校はあなたの延長を

認めなければならないよね⑥

5L＝学校は私が 2 年間留学することに同意し

たの。私はまた学校に手紙を書いて⑦，さ

らに半年の延長してもらって⑧，今年の 6

月で，半年延長したの。｛M＝へえ｝私は

さらに延長したいから，だから学校が同意

するかどうかわからない。｛M＝でも

……｝なぜなら学校のために仕事をするこ

となしで⑨，ただお金をもらっているか

ら。

6M＝でも，もしあなたが合格したなら，学校は

あなたの延長に同意しなくちゃいけない。

例えば，博士課程に合格したとか，修士を

やるとか，学業の途中であっても｛L＝う

ん｝学校はあなたが修了するまで研究す

ることに同意しなくちゃいけない。｛L＝

そう？｝普通の学校はあなたが修了する

まで研究を続けることに同意しなくちゃ

いけない。

7L＝ご主人は今何を勉強しているの？

8M＝彼は大学院生で，まだ卒業していないの。

9L＝ああ，修士をまだ卒業していない。彼はど

うして 1年延長したの？

10M＝彼はね，1 年目は学校から派遣されて来

たの⑩。｛L＝へえ｝学校が 1年派遣する

と言ったの。期限は 1 年。｛L＝うんう

ん｝期限がきたあと，彼はここで大学院

を受験したいと思って，｛L＝うん｝学校

に申請を書いて⑪，｛L＝うん｝学校は彼

がここで延長することに同意したの。

｛L＝うん｝今，大学院を受験すること

にしたの。半年後，大学院に合格したか

ら，｛L＝うん｝ここで今までずっと勉強

しているの。

11L＝ああ，それはいい，それはいい。

12M＝でも公費派遣の，つまり外交部のパス

ポートは公安局の私費のパスポートに

変更できるの？簡単にできるの？

13L＝簡単に変更できると思う？

14M＝私は変更できると聞いたけど，でもどう

やって変更するのか知らないの。

15L＝でも，帰国しなきゃいけないと思う。日

本では変更できないと思う。

16M＝手続きを郵便でやりとりして，家族に国

内で手続きしてもらう⑫というのはだめ

かしら？

17L＝よく知らない。学校に手紙を書いた⑬

ら，学校は私が修士課程を修了すること
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に同意すると思う。私は大きな問題は無

いと思う。どうであろうと学校は私を卒

業させなくてはいけないし，卒業させな

いわけにはいかない，もうすでにここま

で勉強しているんだし，ここでさらに半

年勉強すれば卒業なんだから。私は問題

ないと思う。つまり私が博士課程に進学

できるかどうか，これが問題なの。博士

課程に進学すれば，また 3年かかるから。

18M＝でも，学校があなたの半年延長に同意し

たら，あなたのパスポートはまた 5年用

に交換するでしょ？｛L＝ええ，そう｝ま

た 5年用に交換するでしょ。

19L＝ああ，公費派遣のパスポートは 5 年パス

ポートなの？

20M＝そうよ！ あなたは 5年用に交換したで

しょ。

21L＝いいえ。このパスポートは 1 年ごとの延

長で，サインをして，パスポートは交換

しないと言われた。私費とは違う。私費

は 5年だよ。｛M＝そう？｝公費はサイン

をして延長し⑭，パスポートのページに

加えるの。

この会話の中では“给”が 14 箇所で用いられ，

そのうちの下線部②から⑪と⑬，⑭の 12 箇所

において前置詞の“给”（=N1＋给＋N2＋V（＋

N3））の形式が用いられている。下線部①は「给

＋V」の形式であるので 3. において分析し，

下線部⑫は「让＋N1＋给＋N2＋V」の形式であ

るので，本稿では分析の対象としない。

以下で，下線部②から⑪と⑬，⑭の 12 例につ

いて分析を進めていく。

この 12 例の“给”を従来の見解に従って整理

すれば，それぞれ以下のような意味に分類され

よう。

②から⑥と⑧，⑨ は「“给”≒“为”」

⑦，⑪，⑬ は「“给”＝動作行為の受領者

をマークしている」

⑩は「“给”≒“把”」

⑭は「“给”≒“为”または“替”」

しかし，従来の見解に従ったこのような分類

に，どれ程の意味があるのであろうか。以下で

は，例⑸の談話の展開に注目しながら，この 12

例の前置詞の“给”を考察していく。

例⑸においてインフォーマント LとМは，日

本に留学に来た事情と日本での滞在延長につい

て話し合っている。具体的には，1L から 6M

までは Lが日本に留学に来た事情について，ま

た 7L から 21L までは M の夫の日本での滞在

延長について話し合われている。Lの日本留学

については，Lと Lの所属先である中国の専門

学校との関係がその実現のポイントであり，ま

たMの夫の日本での滞在延長については，M

の夫とMの夫の所属先である中国の大学との

関係がその実現のポイントである。つまりこの

会話の中で前置詞の“给”（=N1＋给＋N2＋V

（＋N3））が用いられている下線部②から⑪と

⑬，⑭の 12 箇所において重要なことは，その動

作行為が「誰のためである」とか，「受益者であ

る」とか，「受領者である」とか，「処置行為で

ある」とか，そのようなことではない。重要な

ことは，1Lから 6Mにおいては，Lと Lの所属

先である中国の専門学校の両者の間で，そして

7Lから 21L においては，Mの夫とMの夫の所

属先である中国の大学の両者の間で，それぞれ

何らかの授受関係があったことによってその事

柄が起きていることを明示することである。も

しその動作行為が「誰のためである」とか，「受

益者である」とか，「受領者である」とか，「処

置行為である」とか，そういうことを明示する

ことが重要であり，それを明確に聞き手に伝え

ようとする必要があるのであれば，“为”や“替”

や“把”を用いて言明すればよいのである。こ

の形式が二義性を否定できないことは先の 2.2

で述べた通りであり，二義性を否定できない表
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現形式を敢えて用いて“为”や“替”や“把”

に代替させる意味はない。

もう 1つ，従来の見解では「“给”≒“被”」と

解釈される例を見ていくことにする。

下記の例⑹では，FとHが，外国に留学して

いる中国人留学生が中国でどのように認識され

ているのかについて話し合っている。

例⑹

1H ＝厘油傍麿断貧今繁：指忽匯緬議三｜，崛

富勣雑 100謹嵐｜。貧今繁傍｜，低僕厘

匯倖返燕｜，僕厘匯倖署巡峺｜，（宸倖）

壓低栖傍，音狛祥孤匯，曾爺議試隅｜，

｛F＝斤｝煤防誼載｜。厘宮宮指社兔｜，

麿參念議縮麿断議嗤匯倖析弗頁貧今

繁｜，麿萩麿貧今析弗：郭匯禽傾｜，郭頼

阻｜，填｜，“低萩厘断郭匯禽傾功云：焚

担匆音継啄｜，匯倖弌扮低祥廳指栖阻，

頁音頁？｜”

2F＝凪糞麿断湊音℡三｜。

3H ＝奕担岱鈍伊壯議｜。

4F ＝低傍斤音斤兔？｜

5H ＝℡宸劔議繁亜，珊宸担謹｜。低傍（宸倖）：

勣傍議：勣傍議（宸倖）酎麼晴｜、徭喇

晴｜、繁幡晴，宸乂諒籾｛F＝酒岷頁凪糞

頁……｝厘㌫珊短欺椎嶽仇化｜。｛F＝斤｝

音狛繁幡宸倖頁｜，厘傍：枠吾酎麼｜，徭

喇℡壓（宸倖）：音泌枠戻開（宸倖｝繁幡｜。

祥頁傍｜，恂匯倖繁｜，嗤焚担劔議幡

旋｜。｛F＝斤｝愛｜。

6F ＝音狛低傍宸倖込｜，｛H＝狹｝万音高頁貧今

議並隅｜，光倖仇圭：脅嗤宸嶽秤：偖。｛H＝

頁宅？｝徽頁，祥頁貧今燕⑬誼曳熟祥頁傍

冢嶷匯泣隅意阻｜。｛H＝狹｝込。祥頁傍

宸繁湊音℡三｜。｛H＝狹｝麿斤宸逸繁隅

壓翌円仭仭逗逗込｜，｛H＝狹｝勣㌫珊誼僥

楼｜，｛H＝狹｝珊誼伏試｜，｛H＝狹｝祥頁

宸乂叫廉功云短嗤販採尖盾｜，麿悳状誼

壓翌円隅脅頁雑爺焼仇｜。｛H＝愛｝愛｜。

7H ＝宸倖匆俯：壑断忽坪參念議（宸倖）傚勧

陳｜，｛F＝匯倖頁陳……｝忽翌議彿云麼

吶雑爺焼仇，填，宸脅頁（椎倖）……

8F ＝宸頁匯圭中：匯倖頁忽坪傚勧，及屈倖珊嗤

匯倖諒籾祥頁傍｜，｛H＝狹｝貧今繁屡隼

傍：萩匯禽人：斤低栖傍，椎担否叟議三｜，

｛H＝狹｝和肝祥音哘乎萩麿｜。辛頁宸逸

繁隅椿，嗽……

9H ＝貧今繁低音萩麿，｛F＝亜｝麿嗽勣傍阻｜。

10F ＝屡隼萩麿匆傍，音萩匆傍，｛H＝音萩匆傍｝

椎祥音萩濛｜。

11H ＝低音萩麿匆傍｜。

12F ＝斤兔。諒籾壓宸隅椿｜。

13H ＝寄古：寄古貧今繁祥恂音欺宸匯泣｜。

14F ＝斤兔｜，貧今繁椿｜，握倡蕃｜，載謹並

隅斑貧今繁的撒阻｜。｛H＝握倡蕃｝低状

音状誼？｜

15H ＝斤｜。辛嬬頁（宸倖）藻僥伏載謹並脅公

麿吾撒阻｜。

1H＝上海出身の留学生は 1 回帰国すると少な

くとも 100 万以上使うらしいよ。上海人

は「お前が私に腕時計や金の指輪をプレ

ゼントしても，おまえは 1 日か 2 日働け

ば｛F＝そう｝済むことだ」と言う。私の

弟が帰国して家に帰ってきた時，以前彼

らに教えた先生が上海人だったんだけど，

その上海人の先生に 1 度ごちそうして，

食べ終わった時に，その先生は「お前が

我々に食事を 1 回ごちそうしたって，大

したことじゃないさ，1時間で稼げるんだ

から，そうだろ？」と言ったそうだ。

2F＝本当に話にならない。

3H＝無茶苦茶だ。

4F＝そうでしょ？

5H＝こういう人はたくさんいるよ。民主だ，

自由だ，人権だと言ったって，こういう問
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題は｛F＝全く実際……｝まだそんなレベ

ルまでいってないと思う。｛F＝その通り

だ｝ただ人権は，民主や自由よりまず先に

人権を提唱した方がいい。つまり一人の

人間にどういう人権があるのかというこ

とだ。｛F＝その通りだ｝うん。

6F＝しかしこういう状況は，｛H＝うん｝ただ上

海に限ったことではなくて，各地にこうい

う感覚がある。｛H＝そう？｝でも，上海が

ちょっとひどいというだけのことさ。

｛H＝うん｝ただこの人は全くお話になら

ない。｛H＝うん｝つまりこの人はお話に

ならない。｛H＝うん｝外で苦労して，｛H＝

うん｝勉強しなくちゃいけないし，｛H＝う

ん｝生活しなくちゃいけないこういう人た

ちのことを，彼は全く理解していなくて，

結局外国は酒色におぼれた生活をしてい

ると思っているんだ。｛H＝うん｝うん。

7H＝これは多分，以前の国内での宣伝は外国

の資本主義は酒色におぼれた生活だと

……

8F＝それは 1つで，1つは国内の宣伝で，やは

りもう 1 つ問題があってそれはつまり，

｛H＝うん｝上海人は 1度ごちそうした以

上は，あなたにとってそんなに簡単なら，

｛H＝うん｝，次にはごちそうしてはいけ

ないということだ。しかしこういう人た

ちはまた……

9H＝上海人はごちそうしないと｛F＝ああ｝ま

た悪く言う。

10F＝ごちそうしても言われ，ごちそうしなく

ても言われる。それならごちそうしない

よ。

11H＝ごちそうしなくても言われる。

12F＝そうさ。問題はここにある。

13H＝多分上海人にはそれができない。

14F＝そうさ。上海人は虚栄心があり，多くの

ことは上海人にぶち壊されたんだ。｛H＝

虚栄心｝そう思わないか？

15H＝その通り。多分，留学生の多くのことは

上海人が台無しにしたんだ。

ここでは，外国に留学した中国人留学生は留

学先で簡単にお金儲けができ，ふんだんにお金

を使うことができるというふうに，中国国内に

おいては上海人留学生によって印象付けられ

た，という内容の会話がなされている。この談

話の中で重要なポイントは一般の中国人留学生

と上海出身の留学生との相違である。

例⑹では 15H の“藻僥伏載謹並脅公麿吾撒

阻”で前置詞の“给”が用いられている。これ

は従来の見解では“被”と類似の機能を果たす

とされている“给”である。しかしその前の

14F において“載謹並隅斑貧今繁的撒阻”とい

うように，すでに受け身を表す“斑”を用いて

表現されており，それによって明確に受け身の

意味が言明されている。従って，“15H におい

て“给”を用いて表現することの重要性は「受

け身」であることをもう一度くりかえして表現

することではなく，そのことが一般の中国人留

学生と上海出身の留学生との間の授受関係に

よって引き起こされたということを表現するこ

とである。

以上見てきたように，現代中国語の‘普通话’

において前置詞の“给”は，“给”という動詞本

来が持っていた「与える方向性」が欠落し，二

者間で何らかの授受関係があったことのみを意

味する機能語として用いられているということ

ができる。

３．副詞の“给”＝N1＋给＋V（＋N2）

3.1 従来の分類

動詞に前置する“给”については，『现代汉语

八百词（增订本）』（p. 227）では‘助词’とされ

ている。そしてこの著書の最初の説明部分の
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‘词类’の箇所には，‘助词’として⑴‘动态助

词’，⑵‘结构助词’，⑶‘语气助词’の 3類が

挙げられている（p. 19∼20）が，動詞に前置す

る“给”はこれらのうちのどれにも当てはまら

ない。

また『实用现代汉语语法（增订本）』（p. 292∼

294）では‘介词’とされ，「2. 引进动作行为的

服务对象」の項目の中で，「有时“给”的宾语不

出现，而且有时很难补出确切的宾语。」として，

下記の 3例が挙げられている（p. 293∼294）。

① 黄大姐每天给接电话，给找人，从早忙到

晚。

② 劳驾，给拿快肥皂。

③ 顾八奶奶：对了，劳驾您，四爷，你给倒

杯水。

そしてこれに続いて「3. 引出动作行为的施

事，与“被”的意思相同，也可以用“被”字替

换。为南方口语。」の項目の中では，「有时，“给”

后没有宾语，也很难补出来。」として，下記の 3

例が挙げられている（p. 294）。

① 这些纸都给放黄了。

② 大白菜给冻了。

③ 圆珠笔给搁干了。

動詞に前置する“给”は“给”の後ろに目的

語を補足することができないにもかかわらず，

なぜこれらを‘介词’とすることができるので

あろうか。

『现代汉语八百词（增订本）』においても，『实

用现代汉语语法（增订本）』においても，動詞に

前置する“给”の扱いは極めていい粗略である

と言わざるを得ない。

以下で，本稿における言語資料による分析を

進めていく。

3.2 言語資料による分析

下記の例⑺では，東北人である K の弟が上

海人に罵られた時の様子について話されてい

る。

例⑺

1K ＝厘効低傍，厘宮宮貧（椎倖）壓貧今肇貧

僥。壓諮概貧，麿音弌伉当彭繁社重阻亜

込｜。麿：麿喘（椎倖）噸宥三傍，繁社匯

心麿：叫臼繁亜，厚栖賑阻，祥炙炙炙，麿

傍匯岷卓麿亜。祥頁傍厘宮宮亜，祥頁匯

岷傍欺和概｜，祥匯倖匠傍厘宮宮。厘宮

宮傍匯鞘匆油音峡貧今三，麿祥傍杏，委

麿賑誼祥頁：傍厘宮宮短隈祇埜。

2J ＝油音峡祥麻阻油音峡祥麻阻｜，油音峡，勣

厘：勣厘油音峡，厘祥心彭麿，厘状誼珊勇

挫螺議椿｜。

3K ＝隼朔，麿傍（椎倖）貧今繁杏込｜，狹：壓

概貧崖尺，低祥心：椎映徨脅斤映徨込｜，

椎炙炙炙。麿傍勣叫臼繁壼祥曾鉢公嬉匯

円肇阻｜。

1K＝私の弟は上海の大学に通っていたんだけ

ど，彼は汽車に乗っていた時，不注意で上

海の人にぶつかって足を踏んじゃったの。

彼は共通語で話したんだけど，その人は

彼を見て東北人だとわかってすごく怒っ

て，何かワーワーと言って彼を罵ったの。

つまり私の弟を罵って，汽車を降りるま

で，ひどく弟を罵ったの。私の弟は一言

も上海語が分からないし，頭にきて，謝る

ことができなかったと言っていた。

2J＝上海語が分からないなら仕方がないよ，分

からないんだもの。もし私だったら，その

上海人を見て，おもしろがったと思う。

3K＝それから，彼が言うには，あの上海人はね，

汽車の中で口げんかするときには鼻を相

手の鼻に突き付けて何かワーワーと言っ

たけど，東北人だったらとっくに相手に

拳骨を二発くらわせて遠くにすっ飛ばし

てるって。

例⑺の中では 3K において「N1＋给＋V（＋
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N2）」の形式が用いられている。この“勣叫臼

繁壼祥曾鉢公嬉匯円肇阻。”の“给”は，無くて

も文としては成立する。しかしその場合には，

「もし東北人同士だったら拳骨で二発殴る」と

いう客観的事実が表現されるだけである。ここ

では，“给”が動詞の前に用いられることによっ

て，「殴る」という動作行為が「与える」行為で

あるというニュアンスが加えられ，それによっ

て話し手の「東北人同士の場合には，拳骨を二

発くらわせて殴ってやる」というような話し手

の心情が加えられることになる。

もう 1つ，同様の例を見ていく。

次の例⑻では日本で日本人に中国語を教える

ときの授業の準備について話し合っている。

例⑻

1R ＝徽頁厘状誼：低析縮（椎倖）祥頁傍：嶄猟

議扮昨｛Q＝狹｝椎祥頁傍珊頁：勝楚富喘

晩囂｜。

2Q ＝斤斤斤｜。侭參厘嗤扮昨讐椿，侭參麿｜，

朔栖麿蝕螺丶｜，音喘晩囂，厘屎挫，厘郡

屎匆音氏傍晩囂，込込込……勣厘傍匆音

氏傍｜，屎挫音氏傍，郡屎匆音勣傍｜。

徽頁：徽頁僥伏麿嗤扮昨，曳泌傍諒低，奕

担鍬咎宸倖簡込｜，｛R＝斤｝焚担吭房，低

誼：｛R＝狹｝曳泌傍勣公麿盾瞥竃栖①，曳

泌傍｜，｛R＝斤斤斤斤｝低盾瞥阻磯爺，麿

諒議頁：祥頁傍：査囂宸倖簡，壓晩囂戦中

頁焚担吭房，低誼：壓椎倖扮昨，低誼勣傍

晩囂杏｜，｛R＝斤｝頁音頁？｜｛R＝短危｝

祥頁（椎倖）勇：勇佃議。音狛倖宸萎，厘

貧和栖杏，厘匆嘉肇定噴埖芸嘉蝕兵貧

議｜。｛R＝玳，頁宅？｝狹，侭參：嘉貧磯

定｜。

3R ＝亜，椎匯劔議｜。

4Q ＝低匆頁肇定噴埖蝕兵議｜。

5R ＝斤斤斤斤斤｜。

6Q ＝亜，頁宅？｜

7R ＝狹｜。

8Q ＝侭參厘：祥頁：貧和栖，珊状誼祥頁斤徭失

珊頁勇嗤戻互議。厘貧嶄雫啄｜，｛R＝亜｝

万椎倖｜，厘誼耽肝脅：音姥仁，厘脅音嬬

肇兔。宸倖……｛R＝短危，咀葎厘状誼

……｝頁音頁？｜｛R＝斤｝音姥仁議三，

麿：厘椎貧議三，畠脅頁：厘徭失嗤扮心心

椎倖嶄猟，音湊㌫心議椎乂，曳泌烏崕貧

議｛R＝亜｝寄戟辺陽｜，滴翫焚担、滴翫

覚淫、個醐椎嶽猟嫗｜，低傍厘峠扮音

心｜。

9R ＝斤｜，匆音心｜，斤｜。徽頁泌惚勣頁貧仁

議三，低奕担匆勣彈姥臥忖灸焚担岻窃議

込｜。

10Q ＝斤斤斤，厘耽肝脅誼：祥頁：委万畠脅姥：

姥仁込｜。｛R＝斤｝隼朔椿：汽簡畠誼公

臥竃栖②｜。｛R＝短危｝低晩囂：｛R＝厘

匆頁｝音讐，頁音讐｜，徽頁曳泌傍込｜，

麿諒軟栖宸倖吭房頁焚担｜。

11R ＝斤｜。嵐匯祥頁諒軟栖議三，｛Q＝斤斤斤｝

指基音竃栖｜。

1R＝でもいつも中国語を教えるとき｛Q＝うん｝

できるだけ日本語を少なくする。

2Q＝そうそう。だから私がしゃべる時，あと

で受講生が冗談で言ったんだけど，私が

日本語を使わないのはちょうど都合がい

いって。どっちにしても私は日本語がで

きないハハハ……私に日本語を話させて

も話せないから，できない方が都合がい

いし，どっちみち（授業中は私は日本語を）

話してはいけない。でも，受講生は例え

ば，これはどう訳しますか？ とか，｛R＝

そう｝どういう意味ですか？ とか質問

して，例えばもしその受講生に説明する

必要がある①なら，｛R＝そうそうそう｝中

国語で長い時間説明しても，受講生がこ

の中国語は日本語ではどういう意味です
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か？と質問したら，その時は日本語で話

さなくてはいけないでしょ。｛R＝そう｝

ね？｛R＝その通り｝それはとても難しい。

でもこのクラスを担当してね，私も去年

の 10 月から担当し始めたところなの。

｛R＝へー，そうなの？｝うん，だからま

だ半年。

3R＝それじゃ一緒だ。

4Q＝ Rさんも去年の 10 月からなの？

5R＝そうそうそう。

6Q＝ああ，そうなの？

7R＝うん。

8Q＝だから私は，授業を担当して自分にプラ

スになると感じているの。中級クラスを

担当してね，｛R＝うん｝私は毎回授業の準

備をしないと行くことができないの。あ

のー｛R＝その通り，なぜなら……｝そう

でしょ。授業の予習をしていないとね，

授業の内容は，全部，私はその中国語のテ

キストを読んでみたけど，例えば新聞の

中の大豊作とか，農村がどうとか，農村請

負人とか，改革の文章とか，私は普段は読

まないものばかりなの。

9R＝そう，私も読まない。でももし授業するな

ら，どうしても字典を引いたりして準備し

なくちゃいけない。

10Q＝そうそう，私は毎回全部授業の予習をす

るよ。｛R＝そう｝それから，単語は全部

ちゃんと調べておかなくちゃいけない

②。｛R＝その通り｝日本語は話さないけ

ど，例えば受講生はこれはどういう意味

かと質問してくる。

11R＝そう。万一質問されたら，｛Q＝そうそう

そう｝答えられない。

例⑻では，下線部①と②の 2箇所での“给”

が用いられている。下線部①は前置詞の“给”

であり，先の 2.3 の例であるので，ここでは分

析をくりかえさない。ここでは下線部②につい

て分析していく。

例⑻では P と Q の日本における中国語教師

体験について会話されている。特に Q は日本

語を得意とせず，中国語の授業を行う際にはほ

とんど日本語を使用しないということを述べて

いる。しかし，日本人受講生の質問に対する説

明は日本語で求められるため，授業内容につい

ては前もって全部きちんと日本語で説明できる

ように調べておく，と述べている。この下線部

②の“汽簡畠誼公臥竃栖”においても“给”は

無くても文としては成立する。しかしその場合

は，先の例⑺と同様に，「単語は全部調べなくて

はいけない」というような客観的事実を述べる

にすぎない表現となる。ここでは“给”を用い

たことにより，「調べる」というのが「与える」

行為であるというニュアンスが加えられ，それ

によって「ちゃんと調べておく」というような

話し手の心情が加えられることになる。

例⑺と例⑻は動詞に“给”が前置されること

によって，その動作行為を「与える」という意

味が付与された例である。

以下では，“给”が動詞の前に置かれることに

よって，その動作行為を「受ける」という意味

が付与されている例を見ていく。

下記の例は，先の 2.3 における例⑸の一部で

あり，下線①が動詞に前置する“给”の例であ

る。ここでもう一度その部分を抜粋する。

例⑸

1L ＝厘断僥丕麼勣頁，低㌫嶄廨杏，塗竃栖議繁

勇富議，及匯倖塗厘竃栖｜。厘頁胡欺汽

了垢恬杏｜，｛M＝狹｝垢：蛍欺汽了岻朔磯

定杏，厘短嗤縮仁｜。低椎匯蝕兵音揮仁

音縮仁議｜。｛M＝狹｝亜｜。頼阻，胡縮阻

磯定杏，厘祥：潤脂，祥嗤弌頃隅阻｜。｛M＝

填｝諒籾頁匯嗤弌頃隅，祥音斑厘縮仁，斑

厘乖彭晴｜。｛M＝填｝頼阻，伏頼弌頃隅，
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厘乎貧萎阻，祥深（宸倖）竃忽藻僥深編，

祥公深貧阻①｜。

1L＝私たちの学校は，中等専科学校（中国で中

学を卒業してから進学する専門学校）は

ね，派遣する人はとても少なくて，初めて

私を派遣したの。私は就職したばかりの

時，｛M＝うん｝就職して半年間，私は授業

を担当しなかったの。就職して最初から

授業を担当しなかった。｛M＝うん｝教え

始めて半年してね，結婚して子どもができ

たの。｛M＝へえ｝問題は子どもができた

ら，私に授業をさせず，私を休ませたの。

｛M＝へえ｝それから子どもが生まれた

ら，私は出勤しなければならないから，そ

れで留学試験を受けたら，受かっちゃった

の①。

例⑸の下線部①の“祥公深貧阻”は“给”が

無くても文としては成立する。しかしその場合

は，単に客観的事実として「留学生試験に合格

した」ということを表現するだけである。

すでに 2.3 において詳述したように，例⑸の

談話の展開において重要なポイントとなってい

るのは，Lと Lの所属先である中国の専門学校

との関係である。従って，下線部①の“给”が

表現しているのは，Lと Lの所属先の専門学校

との間で留学生試験に合格するという授受関係

があったということであり，Lが所属先の専門

学校から「留学生試験合格」を「受けた」とい

うことである。もしこの“给”が無ければ，上

述したようにその表現はただ単に「留学生試験

に合格した」という客観的事実を述べているに

過ぎない。しかし，チャンスの少ない「留学生

試験合格」は L にとっては喜ばしいことであ

り，ここでは“给”がVに前置されることによっ

て，「留学生試験合格」を「受けた」ということ

に対する Lの「意外性」や「自慢」，「ラッキー

だ」という心情が表出されている。

さらに同様の例を見ていく。

次の例⑼では Sの夫が仕事で上海に帰り，そ

の際にパスポートを盗まれた時のことについて

話し合われている。

例⑼

1S ＝……侭參珊誼：頼阻：厘：厘第：厘：厘第、

厘慰枯諸公麿孀購狼①，熔繁込，頼阻祥肇

賦萩｜。｛J＝狹｝賦萩杏，珊誼鞠烏崕｜。

｛J＝狹狹狹｝鞠烏崕杏｜，椎倖烏崕椿，

珊誼匯倖佛：耽佛豚眉嘉竃｜。｛J＝玳｝頼

阻，椎王隅枯音貧阻，頼阻枯：枯貧倖佛豚

｛J＝和匯王隅，玳玳｝狹，枯貧佛豚眉｜。

2J ＝蕗苧恬系込｜。

3S ＝斤，蕗苧恬系｜。蕗苧恬系，頼阻參朔｜，

頼阻椿｜，蒙艶派議頁焚担，蕗苧恬系參朔，

珊勣吉屈噴爺嘉佩｜，｛J＝狹狹｝隼朔：蕗

頼，佛豚眉鞠頼烏崕參朔，｛J＝狹｝頼阻麿

椎擦孚嗽公篠指栖阻②。込込込……祥傍

杏，椎繁裕頼參朔，公飯壓征侍㌃戦阻③｜。

4J ＝亜，隼朔嗤繁趣欺阻｜。

5S ＝隼朔，嗤繁趣阻。趣阻參朔喨蕉議繁珊勇

挫議，｛J＝玳｝祥頁孀麿仇峽込｜。｛J＝狹

狹狹｝頼阻公篠指栖阻④｜，辛參厮将絡

阻｜。｛J＝亜，寔頁議込｝泌惚壓佛豚眉：

岻念祥挫阻｜，｛J＝亜｝祥辛參喘阻｜。潤

惚宸厮将音嬬喘阻，珊頁：珊誼吉挫謹爺｜。

｛J＝匆寔網凵｝低傍，宸並隅｜。

6J ＝愛，麿断巷望匆短嗤一隈込？｜

7S ＝麿断巷望：宸麿断巷望音危｜，祥椎禰屬

亜｜，｛J＝狹｝禰屬麿断巷望公竃議屬苧

⑤｜。｛J＝亜｝祥傍泌惚頁低：音頁：短嗤：

短嗤（椎倖）巷望議三｜，｛J＝狹狹｝匯倖

繁，曳泌藻僥伏杏｜，｛J＝亜｝（椎倖）寄聞

鋼，功云音俊棋低｜，｛J＝玳｝音砿｜。

8J ＝玳，頁宅？
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1S＝だからそれで，私の両親が彼のために急い

で伝手を探して①，人に頼んで，それから

申請したの。｛J＝うん｝申請するにはね，

新聞に載せなきゃいけない，｛J＝うんうん

うん｝新聞に載せるのはね，その新聞はね，

毎週水曜日にしか出ない。｛J＝へー｝それ

では間に合わない，それで先週のに｛J＝

次のやつ，うん｝うん，先週の水曜日に間

に合ったの。

2J＝破棄すると表明する。

3S＝そう，破棄すると表明する。破棄すると表

明して，それから，それで，破棄を表明し

て 20 日後に施行されるんだけど，｛J＝う

んうん｝破棄の表明後，水曜日に新聞に

載ったら，｛J＝うん｝ちょうど彼のパス

ポートが郵送されてきたの②ハハハ……

つまり誰かが盗んだ後，ゴミ箱に捨てられ

ちゃったの③。

4J＝ああ，その後誰かが拾った。

5S＝その後誰かが拾ったの。拾ってから郵便

局の人がとてもいい人で，｛J＝へー｝彼の

住所を探したの。｛J＝うんうんうん｝それ

で郵送してくれた④けど，もう遅かった。

｛J＝ああ，そうなの｝もし水曜日の前だっ

たらよかった，｛J＝ああ｝それなら使うこ

とができた。結局それはもう使えなく

なって，さらに数日待たなくちゃいけな

かったの。｛J＝本当に面倒だね｝こんなこ

とがあったの。

6J＝ねえ，彼の会社もどうしようもなかった

の？

7S＝彼の会社，この会社はとても良くて，その

パスポートは｛J＝うん｝彼の会社が（ビザ

の）証明をだしてくれたの⑤。｛J＝ああ｝

もし会社じゃなくて｛J＝うんうん｝例え

ば留学生だったら，｛J＝ああ｝大使館は｛J＝

ああ｝全く相手をしてくれない，｛J＝へー｝

相手にしてくれない。

8J＝へー，そうなの？

例⑼の下線部①は 2.3 において詳述した前置

詞の“给”と同じであるので，ここでは解説を

くり返さない。

例⑼では下線部②から⑤の 4 箇所において

「给＋V」の表現が用いられている。これらの

例の中の“给”も例⑺の 3Kの下線部の“给”や

例⑻の下線部②の“给”および例⑸の下線部①

の“给”と同様に，無くても文としては成立す

る。しかしその場合，例えば下線部②と④は「郵

便局員がパスポートを郵送してそれが戻ってき

た」，下線部③は「パスポートを盗んだ後，（盗

んだ人が）パスポートをゴミ箱に捨てた」，下線

部⑤は「彼の会社がビザの証明を出した」とい

うように，それらは単なる客観的事実を表現し

ているに過ぎない。

ではこの 4箇所の動詞の前の“给”は何を意

味しているのであろうか。それは S がそれら

の出来事を単に客観的事実として捉えているの

ではなく，Sの夫のパスポート（＝パスポート

の持ち主である Sの夫と S自身）と，それに関

わった人間や組織との関係の中で，それらの出

来事をとらえているということを意味してい

る。より明確に言えば，Sの夫のパスポート（＝

パスポートの持ち主である S の夫と S 自身）

が，それらの出来事に関わった人間や組織から

動作行為を「受ける」という関係があったこと

が表明されている，ということである。そして

それによってその動作行為を「受ける」ことで

生み出された S や S の夫の感情が表出される

ことになり，例えば下線部②と④は「戻ってく

ると思っていなかったパスポートが郵送されて

きたこと（＝受けた行為）に対する意外な気持

ち」，③は「パスポートがゴミ箱に捨てられてし

まったこと（＝受けた行為）に対する驚きの感

情」，⑤は「彼の会社がビザの証明を出してくれ

たこと（＝受けた行為）に対する感謝の気持ち」
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などの，話し手の心情が表出されている。

もう 1 つ「给＋V」の例を見ていく。ここで

は中国国内の物価上昇について話されている。

例⑽

D＝厘匝竃栖枯貧匯專隅焚担椿｜，｛E＝填｝音

頁恷除嶄刹壓臼忌采：（椎焚担）：仇圭蝕

氏｜，｛E＝填｝低心烏短心烏？｜｛E＝填｝

（椎倖）：讐焚担個醐：垢彿個醐焚担議｜。

｛E＝填｝祥油麿断：劵勧｜，嗤議傍啄，苧

定亜｜，｛E＝狹｝垢彿公嫻為蛍岻鈍噴①｜，

｛E＝狹｝｜耽倖繁脅公嫻鈍噴②。椎担麗

勺椿｜，嫻：匯蔚｜，為蛍岻匯為｜。｛E＝

狹｝象傍嗤宸倖劵勧｜，｛E＝狹｝諸俊椿｜，

昧彭宸倖劵勧｜，短嗤謹消瀧貧嗽竃栖匯

倖｜，書定湘埖匯催參朔｜，侭嗤議叫廉脅

勣嫻勺｜。｛E＝填｝音高頁爺薯亜｜，畠忽

議｜。低珊音岑祇宸谣传｜。

D＝（中国に一時帰国して）日本に帰る直前に

僕がどういう出来事に出くわしたかという

と，｛E＝ああ｝最近中央政府は北戴河で会

議を開いたじゃないか，｛E＝ああ｝新聞を

見た？｛E＝ああ｝何か改革，給与改革とか

話している。｛E＝ああ｝デマが飛んでいる

らしくて，来年，｛E＝うん｝給与を 7割アッ

プしてくれる①，｛E＝うん｝一人一人全員

7 割アップしてくれる②そうだ。それじゃ

あ物価はというと，倍になる。｛E＝うん｝

こういううわさがあると聞いた，｛E＝うん｝

続いて，このうわさによると，もうじき，

今年の 9 月 1 日以降には，すべてのものが

値上がりするらしい。｛E＝ああ｝天津だけ

じゃなくて，全国だ。このうわさを知らな

いのか？

例⑽では下線部①と②において「给＋V」の

表現が用いられている。下線部①も②も“给”

が無くても文としては成立する。しかしその場

合，①は「給料が 7割アップする」，②は「（給

料が）一人一人 7割アップする」という客観的

事実が表現されるだけである。ここでは下線部

①と②では動詞“涨”に“给”が前置されるこ

とによって，「国民が国家による給料アップを

受けた」ということが表わされ，それによって

国家の対応に対してDが「意外である」と感じ

ている心情が表出されている。そしてこの下線

部①と②に続いて，“椎担麗勺椿，嫻匯蔚，為蛍

岻匯為。”（それじゃあ物価はというと，倍にな

る）と発言されており，この一連の発話におい

ては，この下線部①と②の“给涨”の“给”が

表現されていることによって，「意外にも，せっ

かく国家が給料をアップしてくれたって，物価

の方がさらに値上がりし，給料はそれにおいつ

かない」という D の心情が表出されることに

なる。

以上の例からわかることは，まず「给＋V」

の表現は，“给”が無くても文としては成立する

が，その場合には，それは単なる客観的事実の

表現に過ぎないということである。しかし“给”

が動詞に前置されることによって，「Vを与え

た」あるいは「Vを受けた」ということが言明

され，そのことによって，その動作行為に対す

る話し手のさまざまな心情が表出されることと

なる。つまり「N1＋给＋V（＋N2）」という形

式における“给”は，単にその動作行為の授受

関係を述べるために用いられているのではな

く，話し手のさまざまなモダリティーを表出す

るために用いられている表現なのである。

さらに下記の例⑾と⑿によって，「给＋V」の

表現における“给”のモダリティー性を見てい

くことにする。

例⑾では P が中国に一時帰国したときのこ

とが話され，例⑿ではMが自分の夫の性格や

生活ぶりを語っている。
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例⑾

1D ＝亜：低頁焚担：焚担扮昨隅指臼奨？｜

2P ＝噴屈埖久兔｜。噴屈埖：猗，叱催栖彭，厘

奕担祥公梨阻｜。噴屈埖：亜：亜，噴屈埖

屈噴眉催｜。厘㌫軟栖阻｜。噴屈埖屈噴

眉催指肇，隼朔匯埖噴催指栖議｜。屎挫

（椎倖）圷稀頁壓：壓社戦狛議｜。

1D＝いつ北京に帰ったの？

2P＝ 12 月末よ。12 月，えっと何日だったっけ，

どうして忘れちゃったんだろう。12 月

んー 12 月 23 日。思い出した。12 月 23

日に帰国して，それから 1月 10 日に（日

本に）戻ってきたの。ちょうど元旦は家

で過ごしたの。

例⑿

M ＝麿奕担傍椿，麿宸倖繁頁奉噐焚担侏議椿

込｜，亜！｜麿浪散択慕｜。｛L＝狹｝厘断

慕尺貧椎曾：椎：椎担寄議慕尺杏，曾倖慕

尺，椎慕畠諾阻，電阻曾電珊｜。｛L＝狹｝

麿択阻謹富慕！｜｛L＝狹｝麿！浪散心慕，

｛L＝麿）麿。祥頁麿択議猟晒胎圭中議椎

嶽慕，珊蒙艶酷，｛L＝斤斤斤｝耽云脅匯認

屈認議｜，麿浪散脅択椎倖｜。｛L＝狹｝遇

拝麿伏試貧音笑弌准：曳泌傍焚担椿，音：

音便扮寂｜，｛L＝込込込……｝才繁社埃挫

焚担焚担扮寂杏込｜，｛L＝狹｝麿欺扮昨，

‘亜梨阻！’｜｛L＝込込込……｝麿将械

孤宸劔議並｜。肇定厘油傍嶄忽囂讐楼氏，

麿仁公梨阻匯肝，頁杏？｜｛L＝斤斤斤，

厘油傍阻｝頼阻傍焚担椿，壼貧音軟寛｜。

貧仁扮寂杏｜，亜，軟音栖寛，祥音軟｜，

頁椎嶽繁｜。｛L＝込込込……｝

M＝彼は何というか，彼はどういう人かという

とね，彼は本を買うのが好きなの。｛L＝

うん｝私たちの書棚には，大きな書棚はね，

2 つの書棚は本で一杯で，2 列に並べてあ

るの。｛L＝うん｝彼はたくさん本を買っ

た！｛L＝うん｝彼は本を読むのが好きな

の。｛L＝うん｝彼の買う文化論関係の本

はとても高くて，｛L＝そうそうそう｝1冊

千円とか 2千円なんだけど，彼はいつもこ

ういう本を買うの。｛L＝うん｝そして彼

は生活の上で小さいことに拘らない，例え

ばね，時間を守らない，｛L＝ハハハ……｝

人と時間を約束するでしょ，｛L＝うん｝時

間になると，「あっ忘れた！」｛L＝ハハハ

……｝彼はいつもこうなの。去年中国語の

講習会で，1回授業を忘れちゃったと聞い

たけど，そうでしょ？｛L＝そうそうそう，

私も聞いたよ｝朝起きないの。授業の時間

にね，起きられないから起きないという，

こういう人なの。｛L＝ハハハ……｝

例⑾の 2P の下線部の発話は“我怎么就给忘

了。”，例⑿のMの下線部の発話は“他课给忘了

一次。”で，どちらも“给忘了”という表現であ

る。この 2例においても“给”は無くても文と

しては成立する。そして“给”が無ければ，例

⑾は「どうして自分の帰国した日にちを忘れた

のか」という単なる疑問を，そして例⑿は「彼

は 1回授業を忘れた」という単なる客観的事実

を述べるだけの表現となる。しかし“给”を“忘”

に前置することによって，2 例とも話し手は

「“忘”が他者から受けた動作行為である」とい

うことを表明している。そして例⑾，例⑿の「给

＋V」と，上記の例⑸の下線部①，例⑼の下線

部②から⑤，例⑽の下線部①と②の「给＋V」

との相違は，例⑾と例⑿の例においては動作行

為の「与え手」が明確ではないということであ

る。さらに言えばそれは「明確にしようがない

与え手」であり，換言すれば上記の例⑸の下線

部①，例⑼の下線部②から⑤，例⑽の下線部①

と②とは違って，「与え手」との関係が問題には

第 14 巻 第１号60



ならないということである。つまり例⑾の 2P

の下線部の発話である“我怎么就给忘了。”と例

⑿のMの下線部の発話である“他课给忘了一

次。”においては，“给”を“忘”に前置するこ

によって，「忘れる」ということが「誰からか分

からないがとにかく受けた行為である」という

ことを表明することによって，話し手の「信じ

られない」とか「意外だ」という感情が表出さ

れることになる。

以上のことから，例⑺の 3K の下線部と例⑻

の下線部②の「给＋V」は動作行為を「与える」

方向であり，例⑸の下線部①と例⑼の下線部②

から⑤，例⑽の下線部①と②，例⑾の 2P の下

線部，例⑿のMの下線部の「给＋V」は動作行

為を「受ける」方向であることがわかる。この

ことから「给＋V」の場合も，前置詞の“给”の

場合と同様に，その動作行為の方向は両方向あ

ることがわかり，どちらの方向であるのかは文

脈あるいは談話の展開に依って決定されてい

る。

このように，“给”が動詞の直前に使用された

場合には，“给”は動作行為の授受関係があった

ことを言明するために表現されているというよ

りも，動作行為に対する話し手のさまざまな心

情表現へと，その重心がシフトしている。これ

は“给”が文法化から，さらにモダリティー化

していることの証拠であり，従って，動詞の直

前に使用される“给”は「語気副詞」と言うこ

とも可能である。

また，今回言語資料とした 10 時間分の自由

会話資料において，「给＋V」の表現形式は 60

例あったが，その中で“给”と動詞の間に他の

成分が入り込んだ例は 1例も無かった。このこ

とは，動詞の直前に使用される“给”を「語気

副詞」とすることの傍証となる。

４．“给”の連用＝N1＋给＋N2＋给＋V

4.1 「“给”の連用」とは何か

“给”を用いた表現の中には，一文の中で前置

詞の“给”と動詞に前置する“给”の両方が用

いられる場合がある。本稿においてはこの表現

形式を「“给”の連用」と呼ぶ。ここではこの表

現形式について考察していく。

以下で，本稿における言語資料を分析してい

く。

4.2 言語資料による分析

下記の例⒀では，Jと Kが中華料理について

話し合っている。

例⒀

1J ＝院往議三椿｜，恂音竃栖，祥頁：傾糾沢議

椎嶽議，傾糾沢議椎嶽，万頁：匆音岑奕担

委中才誼蒙艶蒙艶蓮杏。徽頁，嗽嬬校鎮軟

栖｜，吏往銛貧椎担匯俄：｛K＝斤斤斤｝祥

頁匯嫖匯俄，祥頁匯嫖｜。

2K ＝斤！斤！祥℡嶄忽椎弱往，低岑祇宅？

3J ＝徽頁，万曳弱往勣不：搾泣隅｜，｛K＝搾泣

隅｝嗤宸嶽嫖薦｜。（椎倖椎倖）朔栖厘傍，

“厘音氏恂｜，”公慢公賑撒阻，慢傍，“低

奕担音氏恂，低欺久氏恂焚担？｜”

1J＝薄餅はね，作れない。お店で売っているよ

うなやつはどうやって小麦粉をこねて皮を

すごく薄くするのか知らないでしょ。で

も，底が浅くて平たい鍋に皮をのばして

｛K＝そうそうそう｝一枚のばす。

2K＝そうそう！ 中国のあの煎餅みたいにね，

知ってるの？

3J＝でもそれは煎餅よりちょっと分厚くて

｛K＝分厚い｝弾力がある。それから「私

は作れない」って言ったら，彼女を怒らせ

ちゃった，彼女は「どうして作れないの？
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何がつくれるの？」って言ったの。

例⒀では，3J において前置詞の“给”と動詞

に前置する“给”の両方が用いられている。そ

して，J が“厘音氏恂”と言ったことが原因で

“慢（彼女）”に“賑撒（怒る）”という感情を

引き起こしたことを“公慢公賑撒阻”と表現し

ている。ここでの 2つの“给”は両者ともその

動作行為の方向が“慢（彼女）”に向かっており，

動作行為の方向，つまり「彼女に与える」とい

う方向が二重に表現されている。

もう 1つ，同様の形式の例を見ていくことに

する。

下記の例⒁では，J が 2 年前に中国に一時帰

国した際のタクシー運転手とのエピソードにつ

いて語っている。

例⒁

1J ＝厘：厘曾定參念指肇議扮昨，珊嗤議祥勇挫，

嗤議祥音佩。椎嶽議，｛S＝祥頁｝狹｜。隼

朔匯軟指肇析湊湊慢蒙艶矯｜。慢椎倖繁

社匯斤慢挫匯泣隅杏，慢祥蒙湖強椎嶽

議｜。｛S＝狹狹｝隼朔慢祥憧凋仇公繁弌継

①｛S＝在在在｝公厘公心議②｜。厘断恷

朔匯肝厘肇僕慢肇字魁込。｛S＝狹｝隼朔勣

欺（椎倖）狹：遍脅塩鋼：｛S＝狹｝肇，才

総翌匯倖晩云繁肇祉栽｛S＝狹｝椎嶽議

込｜。｛S＝狹｝隼朔朔栖，椎倖望字寔頁音

危。隼朔椿，｛S＝狹｝貫厘断社：廖議仇圭

込｜，｛S＝狹｝厘断社｜，厘幻銚⑬壓廖壓

廉充，徽頁厘断社叫充椎円｛S＝狹｝珊嗤

匯：匯耗型徨込，｛S＝狹｝厘断廖壓椎円｜。

隼朔朔栖椎倖：仇圭勇姚議。隼朔椎倖望字

唯挫心厘断鎮㌃徨勇柿議｜，售，珊逸厘断

鎮㌃徨焚担議，慧序肇。哀售，蒙艶挫｜。

隼朔朔栖，析湊湊祥蒙艶湖強椎嶽｜，“音

佩｜，宸倖繁厘状麿掲械挫。”慢傍，“厘勣

公麿弌継③。”込込込……｛S＝込込込……｝

隼朔厘傍，“低：低祥癖輝仇公泣隅④，艶公

麿湊謹⑤。”｛S＝狹｝椎嶽焚担議込｜。｛S＝

狹｝挫宸匯和概｜，（椎倖）珊勇挫議遍脅塩

鋼，匆音頁焚担寄議椎嶽：蒙艶：寄議塩鋼，

侭參，珊斑壓壇笥唯匯和椎嶽議｜。｛S＝

狹｝隼朔椎望字匆唯挫和栖，公厘断委㌃徨

嗽公衣和栖⑥｜，｛S＝狹｝哀售，慢蒙艶爾

強｜，｛S＝狹｝慢椎氏隅嶄猟珊音湊氏，低

岑祇宅？｜｛S＝狹狹｝隼朔朔栖，祥｜，

珀｜，麺竃眉噴翠熱，凪糞祥噴翠熱｜，｛S＝

狹狹｝麺竃眉噴翠熱公繁社椎嶽⑦｜，珊匯

倖匠喝繁社｜，“音勣孀熱。”公厘公丶議⑧。

込込込……｛S＝込込込……｝隼朔丶煉煉

議，挫螺隅議，椎嶽議。込込込……｛S＝込

込込……｝“音勣孀熱。”公厘公丶撒阻⑨。

込込込……｛S＝込込込……｝隼朔，椎倖望

字勇挫議｛S＝狹｝椎望字傍，“售｜，宸音

栽癖。”焚担議込｜。｛S＝狹｝崛富繁社珊

傍匯鞘宸三｜，｛S＝狹｝慢珊傍｜，“音勣孀

熱，音勣孀熱。”｜｛S＝狹｝朔栖繁社傍，

“售｜，椎仍仍艇阻。”｛S＝狹｝焚担議椎嶽

込。｛S＝狹｝祥頁湖状蒙艶挫椎嶽議。｛S＝

斤斤｝嗤議祥音佩。朔栖厘断壓爺務椎翠隅

祥頁：竃爺務巷坩參朔杏込｜，匆頁：恫阻

匯曽概，椎概篤議厘効低傍｜，祥屁倖匯倖

剤音誼磯揃。込込込……｛S＝込込込……｝

祥剤音誼柊阻尺，椎嶽湖状｜。｛S＝食珥，

食珥議｝愛｜。怒磯舜隅椎概壇隅蝕阻，込

込込……｛S＝込込込……｝公厘才析湊湊

公賄議⑩，低岑祇宅？析湊湊恫戦円｛S＝

狹｝厘恫翌円，屎挫真彭概壇隅。朔栖厘断

傍｜，“弗元，低椎概壇隅蝕阻｜，奕担性匆

性音貧？｜｛S＝頁宅？｝奕担購匆購音

貧？｜”｛S＝狹｝朔栖潤惚，椎弌誌徨蒙

矯｜，｛S＝狹｝音頁繁：繁匆珊勇挫，｛S＝

狹｝祥頁概篤篤醒醒。込込込……｛S＝込

込込……｝椎嶽議｜。隼朔朔栖，恷朔麿傍

議｜，匯円蝕概，宸返貫完徨椎隅阜竃肇
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｛S＝厘爺｝傍｜，“低簸返｜。”朔栖厘断匯

簸返，麿祥枯諸‘炳’仇匯和，公性貧阻⑪｜，

｛S＝頁宅？｝公厘才析湊湊公丶議⑫｜。

｛S＝頁宅？｝朔栖析湊湊傍議｜，“宸概刃

協将械嶄余竃宸並隅｜。”

2S ＝麿脅母膳阻｜。

3J ＝斤斤｜。匯心麿椎強恬蒙母膳，椎嶽議｜。

4S ＝蒙嗤徭佚椎嶽｜，音喘低断砿｜。

5J ＝公厘断公丶撒阻⑬，指栖慢傍，“哀兔，寔頁

短㌫欺嶄忽栖珊：｛S＝狹｝悶刮欺宸担匯肝

宸倖焚担：込込込……恫概議……”

6S ＝勇矯議。

1J＝ 2 年前に帰国したとき，いい運転手と悪い

運転手がいたの。｛S＝そうよ｝うん。一

緒に（タクシーで）帰った（日本人の）お

ばさんが特に面白かった。彼女は誰かに

よくされるとね，とても感動するタイプな

の。｛S＝うんうん｝彼女は運転手に一生

懸命チップをあげるの①。｛S＝うんうん｝

見ていて面白かった②。私は空港まで彼

女を送ったの。｛S＝うん｝それから首都

賓館に行って｛S＝うん｝他の日本人と合

流しようと思ったの。｛S＝うん｝それで，

その運転手は本当に良かった。｛S＝うん｝

私の住んでいるところは，私の家はね，私

の両親は西の方に住んでいるけど，私の家

は東の方で｛S＝うん｝，もう一軒家があっ

て，そっちに住んでいるの。そっちは狭い

の。その運転手は車を止めて，私たちが

持っているカバンがとても重いと思って，

私たちがカバンを持つのを手伝って家の

中に入れてくれたの。特にいい運転手

だった。それからそのおばさんとても感

動して，「ダメよ，この人はとても素晴ら

しいから，チップをあげるわ③。」って言っ

たの。ハハハ……｛S＝ハハハ……｝それ

で私が「適当にあげて④，あげ過ぎではだ

めですよ⑤」って言ったの。｛S＝うん｝車

を降りるとき，まあまあいい首都賓館は

ね，特に大きなホテルではないから，ホテ

ルの玄関で車を止めてもらったの。｛S＝

うん｝それからその運転手も車を止めて降

りてきて，私たちのカバンを運んでくれた

の⑥。｛S＝うん｝彼女はものすごく感動

して，｛S＝うん｝彼女はそんなに中国語は

できないんだけど，｛S＝うん｝30 元取り

出して，本当は 10 元でいいのに，｛S＝う

んうん｝30 元取り出してその運転手にあ

げて⑦，しきりにその運転手に「おつりは

要らないわ」だって。大笑いしちゃった⑧

ハハハ……｛S＝ハハハ……｝ニコニコし

てね，おもしろい，ハハハ……｛S＝ハハ

ハ……｝「おつりは要らないわ」だって。

大笑いしちゃった⑨ハハハ……｛S＝ハハ

ハ……｝それでその運転手にとってはとて

もいい人だったから，｛S＝うん｝その運転

手は「えっ，これは多過ぎです。」とか言っ

たの。｛S＝うん｝少なくともこういうこ

とは言ったけど，｛S＝うん｝彼女はまた何

度も「おつりは要らない，おつりは要らな

い」って言ったの。｛S＝うん｝それから，

その運転手は「ありがとうございまし

た。」って言ったの。｛S＝うん｝特にいい

と感じた運転手ね。｛S＝そうそう｝ダメ

な運転手もいる。私たちは天壇公園，天壇

公園を出てから，一台のタクシーに乗った

んだけど，その車は壊れていてね，途中で

ハハハ……｛S＝ハハハ……｝壊れちゃう

んじゃないかという感じなの。｛S＝ガタ

ガタ｝うん。走っている途中でドアが開い

たの。ハハハ……｛S＝ハハハ……｝私と

それから同乗していたおばさんは本当に

びっくりしたの⑩。おばさんは奥に座っ

ていて，私はドアの方に座っていて，ちょ

うどドアに寄りかかっていたの。私たち
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が「運転手さん，ドアが開いています。ド

アを引っ張っても引っ張れないし，閉めよ

うともっても閉まらないんだけど。」と言

うと，その若い運転手は面白くて，｛S＝う

ん｝人は悪くないんだけど，とにかく車が

ボロボロなの。ハハハ……｛S＝ハハハ

……｝それで最後にその運転手はね，車を

運転しながら，窓から手を伸ばして｛S＝

ああ｝こう言った「手を放して。」それで私

たちが手を放すと，その運転手は急いで

「ガン」とドアを閉めてくれて⑪，｛S＝そ

うなの？｝私とおばさんは大笑いしたの

⑫。｛S＝そうなの？｝それからそのおば

さんは「この車は途中でこんなことがよく

あったに違いないわ」って言ったの。

2S＝その運転手はそういうことに慣れている。

3J＝そうそう。見れば慣れていると分かるの。

4S＝特に自信がある。心配しなくてもいい。

5J＝本当に笑わせてくれた⑬。戻ってから彼女

は「ああ，本当に中国に来てまたこんな体

験するなんて思ってもいなかったわ」って

言ったの。ハハハ……

6S＝おもしろいわねえ。

例⒁の中では 13 箇所で“给”が使用されてい

る。そのうち下線部①，③，④，⑤，⑦の“给”

は動詞であり，また下線部⑪は先の 3. で扱っ

た，動詞に前置する「给＋V」であるので，ここ

ではくり返して論じることはしない。さらに下

線部⑥の“给”は“把”と連用されているので，

本稿では扱わない。前置詞の“给”と動詞に前

置する“给”が連用されているのは下線部②，

⑧，⑨，⑩，⑫，⑬の 6例であるので，例⒁に

ついてはこの 6例について分析していく。

例⒁では，J が 2 年前に中国に一時帰国した

際に，中国国内でタクシーに乗った時のエピ

ソードが展開されている。

まず 1J において，良いタクシー運転手に乗っ

た時のエピソードが話され，J と同乗していた

日本人のおばさんの言動に対する Jの心情が下

線部②，⑧，⑨で表現されている。またこれに

続いて，ダメな運転手について話され，このダ

メな運転手に対する Jと J の同乗者である日本

人のおばさんの 2人の心情が下線部⑩，⑫，⑬

で表現されている。

これらはすべて，Jあるいは同乗者の女性と，

それぞれのタクシー運転手との間で起きた動作

行為によって引き起こされた，J と J の同乗者

の女性の心情を表現している。

例⒁のこの 6箇所の「N1＋给＋N2＋给＋V」

の表現形式の例は以下の通りである。

例⒁の例②＝公厘公心議

例⑧＝公厘公丶議

例⑨＝公厘公丶撒阻

例⑩＝公厘才析湊湊公賄議

例⑫＝公厘才析湊湊公丶議

例⑬＝公厘断公丶撒阻

ここでの 2つの“给”は，両者ともにその動

作行為の方向が運転手から“我”あるいは“我

和老太太”の方向に向かっている。それはつま

り「私あるいは私とおばさんが（運転手から）

受ける」という動作行為の方向を二重に表現し

ているということである。

今回言語資料とした 10 時間分の自由会話資

料の中で，本章で扱った前置詞の“给”と動詞

に前置する“给”が連用された例は 9例あった。

先の 3. で詳述した「给 V」の場合にはVが目

的語をとる場合があるが，本章で考察した“给”

の連用形式は，本稿の 10 時間分の会話資料中

の 9 例においては，「N1＋给＋N2＋给＋V」に

限定され，「给 V」の後ろに目的語が置かれた

例は 1 つも無かった。この形式は例⒀のよう

に，話し手が動作行為を「与える」場合もあり，

また例⒁のように，話し手が動作行為を「受け

る」場合もあるが，いずれにしても話し手の心

情や感情表現に限定して用いられていると判断
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してよい。

以上のように，前置詞の“给”と動詞に前置

する“给”が連用された場合は，“给”はさらに

一段とモダリティー化され，話し手の心情や感

情表出の目的で使用される形式であるとみなす

ことができよう。

５．結果補語の“给”＝N1＋V给＋N2（＋

N3）

5.1 従来の分類

杉村 1994 においては，「V给」は「複合動詞」

と分類されている（p. 137∼138）。そしてこの

場合の“给”を「補助動詞」としている（p. 206）。

しかし，この形式は「V给」が自立して単独で

用いられることはできず，「V给」の後ろには

必ずその目的語が必要である。従って本稿で

は，「V给」は「複合動詞」との立場は取らず，

『实用现代汉语语法（增订本）』（p. 638）と同

様，「V给」の“给”は「結果補語」として扱う

こととする。

以下で，言語資料による分析を行う。

5.2 言語資料による分析

下記の例⒂は，DとHが，Dが一時帰国した

ときの天津の状況について話し合っている。

例⒂

1D ＝珊嗤：匯粁扮寂祥頁痔軌｜，｛H＝痔軌｝痔

軌辺音貧栖｜，偏坪痔軌載富｜。｛H＝玳｝

糞縞：（椎倖）：充曝嗤載謹（宸倖）劍痔

魁｜，滴酎匆劍｛H＝亜｝挫謹｜，嗤痔軌｜。

2H ＝麿断參互勺沢｜，瓜択恠阻｜。

3D ＝麿沢欺臼奨肇曳沢欺爺薯勣峙熱｜。侭參

麿祥吏艶侃沢，音吏爺薯沢｜。込込込

……

4H ＝哀售！｜音吏爺薯沢佩宅？椎音奉噐：哘

乎奉噐爺薯議宅？｜

5D ＝徽頁，万音厮将：（宸倖）嗤㌢斤議（宸倖）

侭僚議徭麼侘塀啄｜，｛H＝亜｝厘沢公低

匯泣｜，徽頁，厘寄何蛍脅沢欺椎円肇｜。

｛H＝玳｝侭參嗤匯粁扮寂，蒙艶嗤吭房｜，

爺薯議痔軌阻｜，中阻｜，畠脅吏翌送｜。

｛H＝狹｝

1D＝それから，ある時期，卵，｛H＝卵｝卵が手

に入らない，市内に卵がとても少ない。

｛H＝おお｝実際には郊外にたくさん養鶏

場があって，農民もたくさん飼っていて，

卵はあるんだ。

2H＝養鶏農民はそれを高い値段で売って，買

われた。

3D＝農民は北京の方が天津で売るより値打ち

がある。だから他のところに売って，天

津では売らない。ハハハ……

4H＝へー！ 天津で売らなくても大丈夫な

の？ 天津に管理されているんじゃない

の？

5D＝でも，それは割合とやり方は自由だから，

｛H＝ああ｝こっちに少し売って，でも大

部分はあっちに売るんだ。｛H＝へー｝だ

からある時期，特に面白かったよ，天津の

卵や麺は全部外に流れちゃった。｛H＝う

ん｝

5Dの下線部の“厘沢公低一点”は「あなたに

少し売る」という意味だが，ここで“给”が用

いられずに“厘沢低一点”と表現すればそれは

「あなたを売る」という意味になる。従ってこ

こでは動詞に後置された“给”によって動作行

為の方向が「N1→N2」であることが明確に指

示されているということは明明白白である。

もう 1つ，同様の形式の例を見ていく。

下記の例⒃は，JとMが会話を学ぶというこ

とについて話し合っている。
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例⒃

1M ＝壑断壓僥丕僥議扮昨杏｜，｛J＝狹｝祥頁

載富嗤才晩云繁嗤｛J＝載富嗤宸圭中議｝

氏三議字氏｜。侭參椿，脅頁（椎倖）嶄忽

析弗｜，晩云析弗匆嗤。祥頁嶄忽析弗縮

議扮昨杏｜，咀葎麿椎倖云附嗤蕉㍉來｜，

｛J＝狹｝遇拝（椎倖焚担）麿断傍議扮昨

杏｜，祥頁：猟嫗囂鞘｛J＝斤斤，短危）

祥曳熟謹｜，壑断僥議仁猟匆脅頁（椎倖）

屎塀議猟嫗｛J＝狹｝賜宀頁弌傍焚担議｜。

2J ＝宸圭中鳩糞（椎倖）：遇拝匯違議壑断僥丕

｛M＝狹｝曳泌傍，析弗縮公壑断晩囂｜，

｛M＝狹｝低曳泌傍，揖劔議匯倖：匯倖簡

込｜，｛M＝亜｝低：低喘音揖議蕗距栖響議

三｜，｛M＝亜｝低喘音揖議囂咄栖響議三，

万吭房，燕器議吭房音匯劔込｜。｛M＝斤

兔，狹狹｝祥椎嶽｜。狹｜。

1M＝私たちが（中国の）学校で学んでいた時は，

｛J＝うん｝日本人と会話するチャンスは

少なかったの。｛J＝こういう機会は少な

い｝だから，みんな中国人の先生で，日本

人の先生もいたけど。中国人の先生が教

えるときはね，先生自身に限界があるし，

｛J＝うん｝彼らが話すときにはね，書き

言葉｛J＝そうそう，その通り｝が割と多

くて，私たちが学ぶ教科書も正式な文章

か｛J＝うん｝あるいは小説だから。

2J＝確かにそう。それに一般の学校は｛M＝う

ん｝例えば，先生が私たちに日本語を教え

てくれるとき，｛M＝うん｝例えば，同じ単

語でも，｛M＝ああ｝違うイントネーション

で読むと，｛M＝ああ｝違う音で読むと，意

味が，表現の意味が違うでしょ。｛M＝そ

う，うんうん｝うん。

ここでは 2J の下線部で“析弗縮公壑断晩囂”

と表現されている。もともと“教”は二重目的

語をとる動詞であるため，2J の下線部は“析弗

縮壑断晩囂”という“给”の無い表現も成立す

る。しかしその場合には「先生が私たちに日本

語を教える」という，単に客観的事実を述べる

だけの表現となる。ここでは二重目的語をとる

動詞に敢えて“给”を後置して“析弗縮公壑断

晩囂”と表現することによって，その動作行為

が「N1→N2」という方向に「与える」という意

味が付与されている。そしてそのことによって

「先生が自分たちに与える」→「先生が私たち

に教えてくれる」というような話し手の心情が

付加されることとなる。

杉村 1994（p. 138）では，「V给」の表現につ

いて，次のような記述がなされている。

「〈動詞＋“给”〉の“给”には日本語の「やる」

「あげる」「くれる」などがもつ，人の上下関係

を示したり，感情的なニュアンスを伝えたりす

る役割は一切ありません。“给”は単に受領者・

受益者を導いて，ものの一方から他方への移動

を言うだけです。」

しかし上記の例⒃で見たように，もともと二

重目的語をとる動詞に後置された“给”には「与

える」という意味が付与され，そしてそれは話

し手の心情的あるいは感情的なニュアンスを表

出する役割を担っている。中国語は経済的な言

語である。単に受領者・受益者を導くために，

“给”を用いる必要のない動詞に敢えて“给”

を後置させて表現するには，それなりの理由と

役割があってしかるべきである。

このことから，「N1＋V给＋N2（＋N3）」の

形式は，「N1＋V给＋N2」の場合には，動詞に

後置する“给”はVの方向を「N1→N2」に限定

する働きをしているが，動詞が二重目的語をと

るものである場合（=「N1＋V给＋N2＋N3」）

には，動詞の後ろに“给”を表現することによっ

て「与える」という意味が付与され，それによっ

て話し手のさまざまなモダリティーが表出され

ることとなる，ということがわかる。

第 14 巻 第１号66



６．おわりに

以上，動詞以外の“给”について，ア．前置

詞の“给”，イ．副詞の“给”，ウ．“给”の連用，

エ．結果補語の“给”の 4種類について考察し

た。その結果，現代中国語における動詞以外の

“给”の機能については，以下のようにまとめ

ることができる。

もともと動詞であった“给”は，現代中国語

においては，文法化されることによって本来

持っていた「与える方向性」を失い，それによっ

て「二者間において授受関係があること」のみ

を意味することとなった。そして「授受関係」

を表す意味を付与する目的で積極的に用いられ

るようになった結果，さらに話し手のさまざま

な心情を表現するためのモダリティー表現とし

ても使用されるようになった，と言うことがで

きる。

注

⑴ “给”は，池田 1962 においては〈給〉（gei）と表記

され，平山 2000 においては「給」と表記されている。

⑵ 本稿では「N1＋给＋V（＋N2）」の形式の“给”を

副詞として扱う。これまでこの“给”は副詞に分類

されてきていないが，本稿でこれを副詞とする理由

については，3. において詳述する。
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